
(57)【要約】

【課題】　ネットを介して接続される利用者に、その要

求に応じて地図データベースの情報と、他のデータベー

スの情報とを組み合わせてまたは選択的に提供するにあ

たり、前記情報として前記メインテナンスされた情報を

提供することを可能とするデータベースシステムのメイ

ンテナンス方法を提供すること。

【解決手段】　データベースシステムのメインテナンス

方法は、住所コードを持つデジタルマップ型の地図デー

タベース１１と、前記地図データベース１１の住所コー

ドを利用して、ネットを介して統一コードで結ばれた他

のデータベース１２、１３、１４、１５と、を含み、ネ

ットを介して利用者に、その要求に応じて、地図データ

ベースの情報と、統一コードで結ばれた他のデータベー

スの情報とを組み合わせてまたは選択的に提供するデー

タベースシステムを対象とする。そして、前記地図デー

タベース１１に統一コードを介して結ばれた他のデータ

ベース１２、１３、１４、１５の情報を、システム運用

者により追加、変更、削除処理するものである。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　住所コードを持つデジタルマップ型の地

図データベースと、

前記地図データベースの住所コードを利用して、ネット

を介して統一コードで結ばれた他のデータベースと、

を含み、ネットを介して利用者に、その要求に応じて、

地図データベースの情報と、統一コードで結ばれた他の

データベースの情報とを組み合わせてまたは選択的に提

供するデータベースシステムにおいて、

前記地図データベースに統一コードを介して結ばれた他

のデータベースの情報を、システム運用者により追加、

変更、削除処理することを特徴とするデータベースシス

テムのメインテナンス方法。

【請求項２】　住所コードを持つデジタルマップ型の地

図データベースに、他のデータベースを、前記地図デー

タベースの住所コードを利用して統一コードで結び、

ネットを介して接続される利用者に、その要求に応じて

地図データベースの情報と、統一コードで結ばれた他の

データベースの情報とを組み合わせてまたは選択的に提

供するデータベースシステムのメインテナンス方法であ

って、

前記地図データベースの情報は、追加、変更、削除処理

等のメインテナンスが行われることを特徴とするデータ

ベースシステムのメインテナンス方法。

【請求項３】　住所コードを持つデジタルマップ型の地

図データベースに、他のデータベースを、前記地図デー

タベースの住所コードを利用して統一コードで結び、

ネットを介して接続される利用者に、その要求に応じて

地図データベースの情報と、統一コードで結ばれた他の

データベースの情報とを組み合わせてまたは選択的に提

供するデータベースシステムのメインテナンス方法であ

って、

他のデータベースの情報は、追加、変更、削除処理等の

メインテナンスが行われることを特徴とするデータベー

スシステムのメインテナンス方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、データベースシス

テムのメインテナンス方法に関する。

【０００２】

【背景技術】インタ－ネット上における、デジタルマッ

プの活用法において、国土地理院の承認を受けた数値地

図２５００を地図デ－タベ－スとし、インタ－ネットの

利用者が、パソコンのキ－ボ－ド、マウス等の入力装置

を活用して、地図デ－タベ－スの情報を、ダウンロ－ド

して活用でき、また、システム運用者による日常的なメ

インテナンスにより、インタ－ネットの利用者に好適な

サ－ビスを提供する、デジタルマップの活用方法に関す

る。

【０００３】従来、パソコンによる地図デ－タベ－スの

利用において、地図デ－タベ－スに使用される原図にお

いては、システム運用者が、それぞれ適宜と思われる原

図を入手して、地図デ－タベ－ス作製を行っていた。ま

た、パソコン用の地図利用システムとしての開発は行わ

れているが（名称、地図利用システム、特開平８－４４

８４６）インタ－ネット上でのサ－ビスとして、インタ

－ネットの利用者が、パソコンのキ－ボ－ド、マウス等

の入力装置を活用して、上記地図デ－タベ－スの情報

を、ダウンロ－ドして、営業活動やマ－ケティングに活

用できることを特徴とする、インタ－ネット上のサ－ビ

スとしてのデジタルマップの活用方法はなかった。

【０００４】また、上記地図デ－タベ－スにおいて、上

記地図デ－タベ－スのデジタルマップには、住所コ－ド

が標準装備して、地図とデ－タベ－スを統一コ－ドで結

ぶことにより、デ－タベ－スによる地図のメインテナン

スを行う、インタ－ネット上のサ－ビスとしてのデジタ

ルマップの活用方法はなかった。

【０００５】さらに、パソコンによる地図デ－タベ－ス

の利用において、地図情報をメインテナンスする場合、

携帯パソコンのための、地図に情報を追加する方法の開

発は行われていた（名称、地図に情報を追加する方法、

特開平７－９２９０７を参照する）。また、従来ではシ

ステム運用者が日常的に地図デ－タベ－スを修正する必

要があると判断した場合、現行の地図情報に対して直接

修正を加えていた。そして、新たに実施した測量や現地

調査の結果に基づいて比較的長い（例えば数年）周期で

作製される新しい地図へ移行する場合、現行の地図情報

を最新版の地図情報に差し替えてから、システム運用者

が、新しい地図情報に直接修正を加えていくという作業

を行っていた。また、インタ－ネット上のサ－ビスとし

ての地図情報を、測量成果、登記情報、新築情報、電話

番号等の各情報を、追加・変更・削除してメインテナン

スするデジタルマップの活用方法はなかった。

【０００６】地図デ－タベ－スに使用される原図におい

ては、制作者にとって、何を利用するか判断に時間が掛

かっていた。

【０００７】また、インタ－ネット上で地図デ－タベ－

スを活用するに当たって、地図デ－タベ－スの情報を、

ダウンロ－ドし、営業活動やマ－ケティングに活用でき

るデジタルマップのニ－ズが高まっていた。

【０００８】さらに、各企業におけるビジネスへの活用

において、測量成果、登記情報、新築情報、電話番号等

の各デ－タベ－スにおいても、インタ－ネット上で利用

できないものかという、ニ－ズは高まっていた。

【０００９】さらに、インタ－ネット上において地図デ

－タベ－スを活用する場合、日々変化する地図情報、測

量成果、登記情報、新築情報、電話番号等の変更が、実

際のニ－ズに追いついていないという問題点がある。

【００１０】

【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、ネッ
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トを介して接続される利用者に、その要求に応じて地図

データベースの情報と、他のデータベースの情報とを単

独で、組み合わせてまたは選択的に提供することを可能

とするデータベースシステムにおいて、前記地図データ

ベース、前記統一コードを介して結ばれた他のデータベ

ースの情報は、追加、変更、削除処理等のメインテナン

スが行われ、前記情報として前記メインテナンスされた

情報を提供することを可能とするデータベースシステム

のメインテナンス方法を提供することにある。

【００１１】

【課題を解決するための手段】本発明のデータベースシ

ステムのメインテナンス方法は、住所コードを持つデジ

タルマップ型の地図データベースと、前記地図データベ

ースの住所コードを利用して、ネットを介して統一コー

ドで結ばれた他のデータベースと、を含み、ネットを介

して利用者に、その要求に応じて、地図データベースの

情報と、統一コードで結ばれた他のデータベースの情報

とを組み合わせてまたは選択的に提供するデータベース

システムにおいて、前記地図データベースに統一コード

を介して結ばれた他のデータベースの情報を、システム

運用者により追加、変更、削除処理することを特徴とす

る。

【００１２】また、本発明は、住所コードを持つデジタ

ルマップ型の地図データベースに、他のデータベース

を、前記地図データベースの住所コードを利用して統一

コードで結び、ネットを介して接続される利用者に、そ

の要求に応じて地図データベースの情報と、統一コード

で結ばれた他のデータベースの情報とを組み合わせてま

たは選択的に提供するデータベースシステムのメインテ

ナンス方法であって、前記地図データベースの情報は、

追加、変更、削除処理等のメインテナンスが行われるこ

とを特徴とする。

【００１３】また、本発明は、住所コードを持つデジタ

ルマップ型の地図データベースに、他のデータベース

を、前記地図データベースの住所コードを利用して統一

コードで結び、ネットを介して接続される利用者に、そ

の要求に応じて地図データベースの情報と、統一コード

で結ばれた他のデータベースの情報とを組み合わせてま

たは選択的に提供するデータベースシステムのメインテ

ナンス方法であって、他のデータベースの情報は、追

加、変更、削除処理等のメインテナンスが行われること

を特徴とする。

【００１４】

【発明の実施の形態】本実施の形態は、インタ－ネット

上における、デジタルマップの活用法において、インタ

－ネットの利用者が、パソコンのキ－ボ－ド、マウス等

の入力装置を活用して、上記地図デ－タベ－スの情報

を、ダウンロ－ドし、営業活動やマ－ケティングに活用

でき、また、上記地図デ－タベ－スのデジタルマップに

は、住所コ－ドが標準装備してあるので、地図とデ－タ

ベ－スをそれぞれメインテナンスが可能となることによ

り、さらに、各地図デ－タベ－スの日常的なメインテナ

ンスにおいて、日々変化する上記各情報に、常に最新の

情報により、上記各デ－タベ－スの情報を、システム運

用者によって集められた、測量成果、登記情報、新築情

報、電話番号等を追加・変更・削除することで、インタ

－ネットの利用者に、最新の地図デ－タベ－スを提供で

きることを特徴とする、デジタルマップの活用方法を提

供する。

【００１５】本実施の形態のデジタルマップの活用方法

は、インタ－ネット上における、デジタルマップの活用

法において、使用した地図の原図は、建設省国土地理院

長の承認を得て、国土地理院発行の数値地図２５００

（空間デ－タ基盤）を地図デ－タベ－スとし、パソコン

を使用してのインタ－ネットの利用者が、キ－ボ－ド、

マウス等の入力装置を活用して、上記地図デ－タベ－ス

の情報を、ダウンロ－ドして、営業活動やマ－ケティン

グに活用できることを特徴とする、デジタルマップの活

用方法。

【００１６】上記に記載した、地図デ－タベ－スにおい

て、上記地図デ－タベ－スのデジタルマップには、住所

コ－ドが標準装備してあるので、地図とデ－タベ－スを

統一コ－ドで結ぶことにより、地図デ－タベ－スのメイ

ンテナンスが可能となることを特徴とする、インタ－ネ

ット上のサ－ビスとしてのデジタルマップの活用方法。

【００１７】また、上記地図デ－タベ－スのシステム運

用者による、各地図デ－タベ－スの日常的なメインテナ

ンスにおいて、日々変化する上記各情報に、常に最新の

情報により、システム運用者によって集められた、測量

成果、登記情報、新築情報、電話番号等の各デ－タベ－

スの情報を、追加・変更・削除することで、パソコンに

よるインタ－ネットの利用者に、最新の地図デ－タベ－

スを提供できることを特徴とするインタ－ネット上のサ

－ビスとしてのデジタルマップの活用方法。

【００１８】

【実施例】以下、本発明の一実施例について図面により

説明する。

【００１９】図１において、パソコンネットワ－クとし

てのインタ－ネットＮにおける、デジタルマップの活用

法において、使用した地図の原図１０は、建設省国土地

理院長の承認を得て、国土地理院発行の数値地図２５０

０（空間デ－タ基盤）を使用して（承認番号、平１０総

使、第１号）、原図１０をベクトル化した地図デ－タベ

－スを地図デ－タベ－ス１１とし、パソコン２０を使用

してのインタ－ネットの利用者が、キ－ボ－ド、マウス

等の入力装置２１を活用して、地図デ－タベ－ス１１の

情報を、パソコン２０にダウンロ－ドして、営業活動や

マ－ケティング活動に活用できる。

【００２０】図１において、パソコンネットワ－クとし

てのインタ－ネットＮにおける、デジタルマップの活用
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方法において、地図デ－タベ－ス１１において、上記地

図デ－タベ－ス１１のデジタルマップには、住所コ－ド

が標準装備してあるので、地図とデ－タベ－スを統一コ

－ドで結ぶことにより、地図デ－タベ－ス１１のメイン

テナンス作業３０が可能となる。

【００２１】図１において、地図デ－タベ－ス１１及

び、測量成果デ－タベ－ス１２、登記情報デ－タベ－ス

１３、新築情報デ－タベ－ス１４、電話番号デ－タベ－

ス１５のシステム運用者による、上記各地図デ－タベ－

スの日常的なメインテナンスにおいて、システム運用者

によって集められた、測量成果、登記情報、新築情報、

電話番号等の日々変化する上記各情報により、各デ－タ

ベ－スの情報を、追加・変更・削除等のメインテナンス

作業３０することで、パソコン２０によるインタ－ネッ

トＮの利用者に、最新の地図デ－タベ－スを提供でき

る。

【００２２】本実施の形態により、以下の効果が期待で

きる。

【００２３】イ．インタ－ネットを活用して、誰でも地

図デ－タベ－スによる、マ－ケティング活動に利用でき

る。

【００２４】ロ．インタ－ネットを活用して、誰でも地

図デ－タベ－スを、営業活動に利用できる。

【００２５】ハ．国土地理院発行の数値地図２５００を

使用しているので、デ－タベ－スの安全性と信頼性は高

い。

【００２６】ニ．本発明を活用しようという企業は、各

企業がストックするデ－タベ－スを地図デ－タベ－スよ

って整理し、事務のペ－パ－レス化を図り、業務管理の

合理化が可能となる。

【００２７】ホ．企業が利用する場合、地図情報を必要

とする全業種が対象となり、中小企業の情報化へのステ

ップとなりうる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の地図利用システムの一実施例の全構成

図である。

【符号の説明】

１０　原図

１１　地図デ－タベ－ス

１２　測量成果デ－タベ－ス

１３　登記情報デ－タベ－ス

１４　新築情報デ－タベ－ス

１５　電話番号デ－タベ－ス

２０　パソコン

２１　入力装置

３０　メインテナンス作業

Ｎ　　インタ－ネット

【図１】
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